
千屋小学校だより 

学校教育ビジョン 

「子どもは家庭で愛され、学校で学び、地域で育つ」 

千屋小学校ホームページは「新見市立千屋小学校」 
で検索するとご覧になることができます。 令和５年 ６月号 

 
令和５年５月２７日(土)に、千屋小学校と未来へつなぐ千屋野の里との共催で「千屋春季大

運動会」を開催しました。これまで新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、参加制限や時

間短縮がされてきましたが、５月８日(月)の２類から５類への移行により久しぶりに制限なし

の運動会となりました。 

今年の運動会では、１０時開会と開会時刻を少し遅らせ、お昼を挟んで１４時終了の日程で

開催しました。運動会に向けての会議で、「ここ数年はコロナの影響で午前中のみの運動会であ

り、子ども達が家族の皆さんと一緒にテントの下で昼食を食べる経験ができていない、ぜひこ

の経験をさせてやりたい。」という思いからこの日程での開催となりました。実際に、運動会当

日はテントの下で家族ごとにお弁当を囲んで昼食を食べている姿はとても微笑ましく、子ども

達にとって良い経験となったに違いありません。 

運動会当日は、雨や熱中症が心配されることもなく、薄曇りの絶好の運動会日和となりまし

た。朝早くから千屋野の里の関係者、保護者など多くの皆さんが準備を進めてくださり、予定通

り１０時に開会しました。子ども達は入場行進から、ダンスなどの演技、リレーや玉入れ、綱引

きといった競技に、またそれぞれに与えられた係の仕事を練習以上にはりきって取り組んでい

たと思います。また、地域の皆様と一緒になって踊った千屋音頭や各種団体リレーなどを通し

て、地域の皆様とたくさんのふれ合いができたことも、良い思い出になったことと思います。児

童数１２名と少人数ではありますが、地域、保護者の皆様のおかげで、１２名とは思えないとて

も素晴らしい運動会にすることができました。 

最後になりましたが、この運動会に向けての準備、当日の運営、競技や演技に参加してくださ

った皆様にお礼申し上げます。ありがとうございました。今後とも千屋小学校の児童の応援を

どうぞよろしくお願いします。 

千屋春季大運動会の開催！ 



 
 
  
 地域を題材にしたふるさと学習、学校田や畑での体験活動、運動会、花 
いっぱい集会やスキー教室等の学校行事、学習サポート、環境整備等々、 
千屋小学校は「地域の力」を借りて学校が運営されています。 
 千屋小学校が推進している「地域とともにある学校」は、地域、保護者 
と学校が教育ビジョン（学校が目指すもの）を共有し、お互いに連携・協 
働していく学校のことです。その核となるのが学校運営協議会です。この 
協議会は、地域、保護者の代表者で組織され、主な役割として校長が作成 
する学校運営の基本方針を承認したり、学校運営について校長、または教 
育委員会に意見を述べたりすることができます。つまり、地域や保護者の 
方々が学校運営へ積極的に関わることになります。 

6 月 14 日(水)に第 1 回学校運営協議会を開催し、委員の皆様から貴重 
なご意見を多数いただきました。その中で「学校行事等に参加してくださったボランティアの皆様への
お礼は、働き方改革の観点からこの｢学校だより｣でお伝えしてはどうか」というご意見をいただきまし
た。そこで大変失礼かとは思いますが、今後、お礼状は配付しませんのでご理解とご協力をお願いしま
す。早速、次の２つの行事について次のとおりお礼をお伝えします。 

 
 

★資源ゴミ回収 

 

 

 

 

校長の論語（ l o n g ）論語 ( l o n g )  a g o！ （昔むかし ） 

 

※ QR コードを読み取ると 
  千屋小ＨＰにアクセス 
  できます。 

～地域の力～ 

★第１回学校運営協議会 

★花いっぱい集会 

＜６月の論語＞ 
し   い    せ             ごと  さ     ごと   たく    ごと  ま     ごと 

① 詩に云う、切っするが如く磋するが如く、琢するが如く磨するが如し。 
・孔子の弟子 子貢の言葉 『詩経』には、「骨や象牙を削って細工を施すように、玉や石を磨いてつる

つるにするように、いやが上にも、磨きに磨きをかける」という言葉があります。 

 孔子と弟子との会話を出典として有名な「切磋琢磨」は生まれてきた。この「切磋琢磨」という言葉、

人はどこまでも自ら研鑽を積み重ねていくべきことを説いているだけで、別段、集団の中で、あるい

は良いライバルと競い合い磨き合って向上していくという意味合いで使われていなかった。言葉とい

うものは面白いもので、長い間、多くの人に使われているうち、その意味合いや用いられ方が変化し

ていく。今では（集団の中で）良いライバルに恵まれてお互いを高め合っていくという意味で使うこ

とが多いようだ。 

  もうぶはく こう  と    し い      ふ ぼ    た   そ  やまい こ  うれ 

② 孟武伯、孝を問う。子日わく、父母には唯だ其の疾を之れ憂えしめよ。 
・（魯の家老職にある孟懿子の長男）孟武伯が、孔子に親孝行について質問した。孔子は、次のように答

えた。「父母には、自分の病気のこと以外では心配をかけないようにするのが親孝行というものです（病

気はやむを得ないことであるので、その他のことでは心配をかけないようにすることです）」 

                          ※「クマ先生と読む論語」 森熊男著より 

 

 

 

 

７月の主な行事 
 ５日（水）：学習サポート事業 
 ７日（金）：ミニ大掃除 
１１日（火）：ＰＴＡ事業部会 18:30～ 
１３日（木）：移動図書館車来校 
１４日（金）：校内水泳記録会・大掃除 

１９日（水）：１学期終業式 
２０日（木）：夏季休業日（～8／27） 
       水泳練習 個別懇談 
２１日（金）：水泳練習 個別懇談 
２５日（火）：新見市水泳記録会 
２６日（水）：（新見市水泳記録会予備日） 
２８日（木）：児童会代表の集い 

校長室の窓から 

花いっぱい集会・資源ゴミ回収のお礼 ６月８日(木)の「花いっぱい集会」、６月１８日
（日）の「資源ごみ回収」に参加してくださったボ
ランティアの皆様、大変ありがとうございました。
皆様にご協力いただいたことは本当にありがた
く、また、地域の力を感じさせていただくものでし
た。今後とも、子どもたちを温かく見守ってくださ
り、ご理解とご支援をよろしくお願いします。 
なお、２つの行事ともに、第２回目を２学期に予

定しています。可能な範囲でお手伝いいただけま
すと大変助かります。よろしくお願いします。 

 



 


